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【手続補正書】
【提出日】平成31年3月15日(2019.3.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＨＰ１α及び／又はＨＰ１γのリン酸化を指標としてＡｕｒｏｒａ　Ｂ活性を判定する
ことを特徴とする染色体不安定性評価方法。
【請求項２】
　請求項１記載の染色体不安定性評価方法であって、
　前記ＨＰ１α及び／又はＨＰ１γのリン酸化は、
　ヒトＨＰ１αの９２番目のセリンのリン酸化及び／又はヒトＨＰ１γの８３番目のセリ
ンのリン酸化であることを特徴とする評価方法。
【請求項３】
　請求項２記載の染色体不安定性評価方法であって、
　前記ヒトＨＰ１αの９２番目のセリンのリン酸化及び／又はヒトＨＰ１γの８３番目の
セリンのリン酸化は、抗体によって検出するものであることを特徴とする評価方法。
【請求項４】
　染色体不安定性を評価して抗癌剤をスクリーニングする方法であって、
　ＨＰ１とＩＮＣＥＮＰの相互作用又は結合の変動を指標とし、
　染色体不安定性が増す化合物を選択することを特徴とするスクリーニング方法。
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【請求項５】
　請求項４記載の抗癌剤のスクリーニング方法であって、
　ＨＰ１とＩＮＣＥＮＰの相互作用又は結合の変動を指標として化合物を選択する第一工
程と、
　選択した化合物を細胞分裂時の染色体分配の正確度をイメージングで計測する第二工程
とを有することを特徴とするスクリーニング方法。
【請求項６】
　請求項４又は５記載の抗癌剤のスクリーニング方法であって、
　前記ＨＰ１とＩＮＣＥＮＰの結合の変動の指標が
　ヒトＨＰ１αの９２番目のセリンのリン酸化及び／又はヒトＨＰ１γの８３番目のセリ
ンのリン酸化であることを特徴とするスクリーニング方法。
【請求項７】
　請求項６記載の抗癌剤のスクリーニング方法であって、
　前記ヒトＨＰ１αの９２番目のセリンのリン酸化及び／又はヒトＨＰ１γの８３番目の
セリンのリン酸化は、抗体によって検出するものであることを特徴とするスクリーニング
方法。
【請求項８】
　請求項４記載の抗癌剤のスクリーニング方法であって、
　前記結合の変動がイン・ビトロ解析によるＨＰ１と１２１位～２７０位の配列を含むＩ
ＮＣＥＮＰとの結合の変動であることを特徴とするスクリーニング方法。
【請求項９】
　請求項８記載の抗癌剤のスクリーニング方法であって、
　ＨＰ１とＩＮＣＥＮＰの前記結合の変動をバインディングアッセイ又はアルファアッセ
イにより解析することを特徴とするスクリーニング方法。
【請求項１０】
　ヒトＨＰ１αの９２番目のセリンのリン酸化を特異的に認識する抗体、又はその機能的
断片。
【請求項１１】
　ＨＰ１α及び／又はＨＰ１γのリン酸化を検出することにより、
　Ａｕｒｏｒａ　Ｂ活性及び／又は染色体不安定性を判定することを特徴とするヒトＨＰ
１αの９２番目のセリン及び／又はヒトＨＰ１γの８３番目のセリンのリン酸化を特異的
に認識する抗体の利用方法。
【請求項１２】
　前記ＨＰ１α及び／又はＨＰ１γのリン酸化の検出が、
　イムノブロット法、免疫沈降法、免疫染色法の少なくともいずれか１つによるものであ
ることを特徴とする請求項１１記載の利用方法。
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摘要(译)

我们发现HP1和INCENP之间的相互作用可能是染色体不稳定性的指标，
并建立了评估癌细胞染色体不稳定性的方法。 该评估系统可用于筛选可
靶向癌细胞染色体不稳定的抗癌药新概念。 此外，制备了特异性识别
HP1α92丝氨酸磷酸化的抗体，在该抗体上可以评估Aurora B的作用。 
HP1和INCENP之间相互作用的结果可以通过抗体轻松评估。
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